
釋妙昭信女Ｂ（じゅばん）　殿
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敷　侃

ただし
　作

原爆投下直後、殿敷は父親を探すために爆心地に入り二次被爆。結局見つから
ず、母親も５年後原爆症で亡くなる。二次被爆の後遺症に苦しみながら両親の
遺品を点描で描き続け、原爆によって失われた両親への哀悼の想いを示した。
「じゅばん」は母親の遺品で、喪失と苦悩が１つ１つの点に込められている。

下関市立美術館蔵
（註）

（註） 現在、浄土真宗本願寺派は
　　 法名を二字に統一しています浄土真宗本願寺派
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第３５回千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要
２０１５( 平成２７) 年９月１８日 ( 金 ) 午後

東京・国立千鳥ヶ淵戦没者墓苑
〜痛みと悲しみを忘れないために〜
９月１８日は、１５年にわたる「アジア・太平洋戦争」につながっていった「満州事変」
の発端である「柳条湖事件」が１９３１（昭和６）年に起こったその日です。「全戦没者」
とは戦死者だけではなく、敵味方を問わず戦争で犠牲になったすべての人々です。
戦後７０年を経た今も、世界各地で戦闘が繰り返されるなかで、浄土真宗本願寺派では、
非戦平和の立場からいのちの尊さと、二度と戦争をしない世の中を願う法要を毎年その
日にお勤めしています。

ふと、『仏説阿弥陀経』に説かれている共
ぐみょうちょう
命鳥のことを思いだした。

頭は２つだが、体は１つという鳥。
だから相手を傷つけようとすることが、そのまま自分を傷つけることにもなる。

双方が争いを起こせば、互いに傷つき、残るのは悲しみだけ。
相手を否定するために武器を使い、人の命を使い、核をも使う。

私たちは傷つけることに鈍感になっているのかもしれない。
だとすれば、共命鳥の声は届かない、聞こえない。

この広告に対するご感想をお聞かせください。宛先は下記へ。

浄土真宗本願寺派山口教区教務所　〒 754-0022 山口市小郡花園町３−７
Tel083-973-4111　Fax083-973-4631  http://yamaguchibetsuin.net本願寺山口別院

戦争について「無関心でどこか他人事」のように思っていた私
　作品『じゅばん』はそんな自分を教えてくれた
　　戦後７０年が過ぎた今　これからの時代 ･･･

私のような「無関心」な人が居ない世の中であって欲しい
　戦争の火種を生み出すような国にはならないで欲しい
　　誰ひとりとして傷つけるような国にはならないで欲しい

これは私へつきつけられた課題
　そのために今いったい何ができるだろう

他を滅ぼす道は己を滅ぼす道
他を生かす道こそ己を生かす道

悲しいのは敵も味方も


